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1.　序　論
徳富蘇峰は言論人、軍国主義者、帝国主義者として知られている。日本最初の総合雑誌で
ある『国民之友』と『国民新聞』を創刊し、日本の近代化のための啓蒙活動に努めた徳富は
1895年、日清戦争での勝利を契機に本格的な軍国主義・帝国主義の道を歩むこととなる。
彼は併合以前から韓国を保護国とし、日本の植民支配下におくべきだと主張するなど、当時
大韓帝国に対し大きな関心をもっていた。徳富は 1910年 8月に断行された日韓併合を契機
に公然と（本格的に）韓国と関係を持つこととなる。初代朝鮮総督寺内正毅の要請により、
1910年代の言論政策と朝鮮総督府の機関紙経営に責任を持つ『京城日報』の監督に就いた
のである。
徳富は 1910年代の韓国において唯一の新聞であった総督府機関紙『京城日報』（日本語）
と『毎日申報』（朝鮮語）との総責任者であった。併合を達成した総督府は併合以前から存
在していた多様な新聞雑誌を全て廃刊した後、『京城日報』と『毎日申報』という総督府機
関紙だけを残すという極めて厳しい言論統制政策を実施したのだが、その政策は全て徳富の
企画によるものだった。徳富はいわゆる「武断政（統）治」が行なわれた 1910年代の植民地
朝鮮の全ての言論を掌握・統制した後、自らが経営責任を負った総督府機関紙を通じ朝鮮総
督府の統治イデオロギーの徹底した宣伝と刷り込み、さらにそれらを通じた植民統治の成功
裡の定着を図った。
この間、朝鮮総督府機関紙に対する本格的な研究は絶無だったと言っても過言ではない。
それは『京城日報』と『毎日申報』とが総督府機関紙であるというところに起因する問題だ
と判断される。総督府機関紙しか存在しなかった 1910年代は、つとに植民地期から韓国言
論の「暗黒期」1)と呼ばれるなど研究の空白が特に大きい時期である。特に朝鮮語機関紙『毎
日申報』の場合、唯一の朝鮮語機関紙であるにも関わらず基本的な書誌さえ整理されていな
いのが実情である。
総督府の朝鮮語機関紙である『毎日申報』についての先行研究のうち、まず挙げられるの
はいくつかの言論史や新聞史研究である。植民地期から最近に至るまで多様な形で進められ
たそれらの史的研究は、どれも『毎日申報』を扱っている。だが、親日御用新聞だという一
方的な批判に終わったり、言論史・新聞史の全体的な流れの中の一部分として扱われている
だけである2)。『毎日申報』についてのメディア（史）的な側面から考察したものとしては鄭
1910年代朝鮮総督府機関紙と徳富蘇峰
咸　　　苔　英
96
晋錫の研究が唯一のものと言える。鄭晋錫は『言論朝鮮総督府』（コミュニケーションブッ
クス、2005）において総督府の日本語機関紙『京城日報』と朝鮮語機関紙『毎日申報』、英
文機関紙 The Seoul Pressを研究対象とし、新聞創刊の経緯とその過程、運営実態、経営陣、
構成員などについて考察している。だが、研究時期が植民地期全期間にわたっており、各メ
ディア運営の実態が研究の主な内容のため、各メディアに対する詳細な検討および整理につ
いてはまだ不十分であるのが事実だ。その他、『植民地朝鮮と毎日申報』（新書院、2003）
も 1910年代の『毎日申報』を対象とした研究である。この本は 6名の著者がそれぞれ地方
行政区域の改編、共進会、キリスト教、在朝日本人、同化政策、植民支配論などについて
1910年代の『毎日申報』の記事を中心にして整理したものである。
朝鮮総督府機関紙に対する研究は日本においても進められ、大きく二つの流れに分けられ
る。一つは徳富蘇峰と関連した研究の中で扱われる場合であり、もう一つは総督府機関紙そ
のものに対する研究である。前者は徳富蘇峰が 1910年代に総督府機関紙の監督を勤めた経
歴に注目した研究で、徳富の業績全体や思想の流れの中での一部分として彼の監督としての
経歴が述べられている3)。本稿と関連した研究は後者である。日本の学界における研究はそ
の対象が日本語機関紙である『京城日報』に集中しており4)、朝鮮語機関紙である『毎日申
報』については「『京城日報』のハングル版」5)といったように極めて簡略に述べられている
のがその特徴である。それらの研究のうち柴崎力栄の研究は注目に値する。柴崎の研究は
『京城日報』を主な対象としているが、その内容において徳富の監督就任と 1918年の辞任な
ど徳富との関連部分もあり、1910年代の『京城日報』の経営実態が比較的詳細に扱われて
いる。だが、『毎日申報』と関連した内容については、徳富が『京城日報』を引き受ける過
程の一部として極めて簡単に扱われているだけである。
以上で見てきたように『毎日申報』は日韓を問わず両国においてほとんど研究されていな
い状況であることがわかる。それは『京城日報』と『毎日申報』が総督府の機関紙であるこ
とに起因する問題だと判断される（韓国側）。また『毎日申報』が朝鮮語機関紙であるとい
うことから、資料へのアプローチにともなうある種の困難に起因する問題だと思われる（日
本側）。本稿では徳富蘇峰と『毎日申報』との関連様相について集中的に考察したいと思
う。したがって徳富が関係していた 1910年代が主な研究時期となる。1910年代は大きくは
日本の植民地統治と、小さくは『毎日申報』の社是とその体制、経営が定着していくという
極めて重要な時期である。特に『毎日申報』というメディアそのものと、1910年代に同紙
に掲載された短篇小説とに焦点を合わせ分析・整理したいと思う。メディアに対する詳細な
整理を試みる理由は、まず唯一の朝鮮語機関紙であるにも関わらず、その書誌をはじめ、メ
ディアとしての基本的な実態が完全に整理されていないからである。短篇小説に対する考察
も同様である。この間 1910年代の『毎日申報』に掲載された短篇についてはいくつかの研
究がなされてきた。だが作品全体に対してではなく、いくつかの作品を通して一方的に否定
的評価を受けてきたということからも、まず資料の実態の把握が急がれる。また具体的な作
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品分析を通じ、『毎日申報』および徳富と総督府の意図を明らかにしたいと思う。それらの
作業を通じ、『毎日申報』に関する実証的な整理をはじめ、徳富蘇峰と 1910年代植民地朝鮮
との関連様相および彼が朝鮮をいかに認識したかということがある程度解明されるだろうと
期待している。
2.　朝鮮総督府朝鮮語機関紙『毎日申報』
(1)　『毎日申報』の誕生とその構成員
『毎日申報』は大韓帝国末期の最大の民族紙であった『大韓毎日申報』を引継いだ新聞で
ある。1910年 8月 29日、併合を断行した日本は『大韓毎日申報』の「大韓」という二字を
取り除き『毎日申報』へと改題した後、1910年 8月 30日併合後の第一号を発行した6)。『毎
日申報』は植民地期の全期間を通じ一日も欠かさず発行された唯一の朝鮮語（ハングル）新
聞である。特に 1910年代は『毎日申報』のみが当時植民地朝鮮において発行された唯一の
朝鮮語新聞であった。
総督府は併合と同時に強力な言論統制政策を施行し、それまで発行されていた新聞を全て
廃刊した後、『京城日報』（日本語）7)、『毎日申報』（朝鮮語）、The Seoul Press（英語）という三
つの総督府機関紙のみを残す。その過程において『毎日申報』は『京城日報』へと吸収さ
れ、『京城日報』の傘下組織となる。総督府のそうした言論統廃合は批判的な言論を封鎖
し、さらに植民地の言論機関を独占し、政策の宣伝や植民統治を円滑に進めるところにその
目的があった。
こうした言論政策は総督府によってではなく、当時日本の『国民新聞』の社長であった徳
富蘇峰によって進められる。初代朝鮮総督であった寺内は併合とともに植民地の言論政策に
関する諮問はもちろんのこと、総督府機関紙の全ての運営を徳富に委託する。徳富は『国民
之友』と『国民新聞』の創設者として当時日本において「識見と文章が老熟」し、「文筆も
超邁俊偉なる栄誉」を受けた最初の人物であった。また 1910年代には既に言論界の「名
誉」として誇るべき人物8)という評価をされるほどの大物言論人であった。
総督府は予め買収した『大韓毎日申報』だけを徳富に任せようとしたものと思われる。だ
が併合の効果を完全なものとし、「聖旨」に応えるため「いっさいの新聞を『京城日報』に
集中」するべきだという徳富の意見が総督府に受け入れられ9)、当時の多くの新聞の廃刊と
『毎日申報』の『京城日報』への吸収が断行された10)。総督府からの総督府機関紙の委託要
請を承諾した徳富は 1910年 9月 16日に京城に到着し、約一ヶ月にわたり総督府機関紙の引
継ぎを総指揮するなど総督府の言論政策を推し進めることとなる11)。総督府は徳富の言論統
廃合政策を積極的に支援したものと見られる。『国民新報』（一進会12)の機関紙）、『皇城新
聞』をそれぞれ改題した『漢城新聞』、『漢陽民報』など、当時発行されていた朝鮮語新聞の
廃刊誘導とその日程および過程が当時の警務総監部により緻密に計画・実行されているので
ある13)。徳富は警務総監部のそうした過程について秘密裡に報告を受けつつハングル新聞の
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廃刊と『毎日申報』への吸収・統合を陣頭指揮していたのである。
 9月16日  京城到着
 9月17日  総督府会計局長児玉に会い『毎日申報』の引受を相談、寺内に『京城日報』
への集中を求める意見書を伝達
 9月20日  児玉より寺内の承諾通報を受ける
 9月28日  警務総監明石官邸において当時『京城日報』の社長だった大岡の辞表を受け
る、明石と『毎日申報』に関する件を確定
 10月 1日  明石と寺内とに会い署名約定書を交換
 10月 7日  『毎日申報』と一進会機関紙『国民新報』受取日程確定
 10月 8日  寺内に一切を報告
 10月10日  午前『毎日申報』、午後『国民新報』引受14)、鄭雲復と中村健太郎に受取作
業を委任
 10月14日  日本帰国15)
・ 京城日報及毎日申報ノ監督ヲ徳富猪一郞ニ委嘱スルコト、毎日申報ハ特別会計トシ、
當分ノ内別ニ主管者ヲ置クコト
・ 右新聞ハ総督及総督府ヲ本位トシ、其ノ施政ノ目的ヲ達セムコトヲ努厶ルコト
・ 監督者ハ當局者ニ対シ一切ノ責任ヲ負担スルコト
・ 京城日報ニ対シ当分ノ内月額千五百円、毎日申報ニ対シ月額六百円ノ補助ヲ与フルコ
ト
・ 監督者ハ内地ヨリ論説其ノ他時事報道ヲ為スコト
・ 監督者ハ時々京城ニ出張シ社務ヲ監視スルコト、其ノ度數ハ少クトモ年二回以上タル
ヘキコト
・ 監督者ニ対シテハ年額五千円以内ノ旅費、手当、交際費ヲ支給スルコト
・ 京城日報社ト有力ナル内地新聞社トノ間ニハ相互重要ナル事件ヲ電報ニテ通信スルコ
ト、其ノ費用トシテ両社ニ月額二百円宛ノ電報料ヲ交付スルコト
・ 毎日申報ハ当分ノ内従来ノ機械活字等ヲ使用シ、此ノ際臨時拡張費トシテ五千円以内
漸次支給スルコト
明治 43年 10月 1日16)
上の日程リストは併合直後約一ヶ月にわたる徳富と総督府の言論統廃合17)および『京城日
報』と『毎日申報』の引受過程を整理したものである。その下は 1910年 10月 1日、寺内と
徳富が署名し交換した『毎日申報』引受およびその経営に関する署名約定書の主な内容を抜
き書きしたものである。実質的な総督府の朝鮮語機関紙としての『毎日申報』は、1910年
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10月 10日以降であることが確認できる。上の約定書に見られるように徳富は総督府の委任
により『京城日報』と『毎日申報』の総責任者となる。だが、徳富はいつも京城において仕
事ができる状況ではなかったので、自らは監督となり『京城日報』と『毎日申報』の実際の
経営を自らが日本で経営している『国民新聞』の幹部出身者たちに任せることになる。当局
者である総督府が運営資金を負担し、徳富と日本の『国民新聞』が新聞の運営の実務を担う
体制である。そうした体制は徳富が職を辞す 1918年まで変りなく維持される18)。
併合後、『毎日申報』は独立した言論機関ではなく、総督府の機関紙として『京城日報』
編輯局に所属した一つの部署として出発することになる19)。『京城日報』編輯局の傘下で編
輯だけを別途に行なっただけで 20)、編輯を除いた経営や広告など『毎日申報』の全ての業務
は『京城日報』が担当する体制であった。当時『毎日申報』は『京城日報』の徹底した管
理・監督の下で編輯・製作されたのである。『毎日申報』は当時唯一の朝鮮語新聞であった
が、日本人監督と日本人経営・幹部陣の下で朝鮮人社員は編輯と製作との実務職に過ぎなか
った。
1910年代、『毎日申報』と『京城日報』の社長はどちらも日本の『国民新聞』の幹部出身
者が歴任した。吉野太左衛門（1910–1914年在職）21)、阿部充家（1914–1918年在職）22)など
である。彼らは監督である徳富により直接抜擢された人たちだった。彼ら日本人社長は『京
城日報』と『毎日申報』の経営どちらにも責任を負った。だが『毎日申報』の編輯と製作に
対し、実質的な権限を行使したのは中村健太郎だった。中村は熊本県が朝鮮に派遣した朝鮮
語留学生であり、『漢城新報』23)の朝鮮語版を担当し、統監府の翻訳官になり朝鮮語新聞の
検閲を担当するほど朝鮮語によく通じていた人物である。徳富と寺内総督の間で締結された
取極書にある「主管者」は中村健太郞であったのだ。中村は徳富と同鄕の縁で徳富により抜
擢され『毎日申報』の監査に就任する24)。中村は 1922年、総督府に入るまで『毎日申報』
の運営に実質的な権限を行使した25)。
1910年代に『毎日申報』に勤めていた社員は記者と事務員を含め 45名前後だったと判断
される。この間、韓国国文学界や言論学界などでの新聞メディアに対する研究は、主にその
経営陣や記者などを中心にして進められてきたと言える。だが、新聞は経営陣や記者たちに
よってのみ作られるものではない。植民地期の朝鮮の新聞社はどこも三つの組織から構成さ
れているのが一般的であった。編輯局、営業局、工務局がそれである26)。編輯局に属したも
のが記者、営業局と工務局に属したものが社員である。新聞製作においてそれらの社員の役
割は決して小さなものとは言えない。総督府機関紙『毎日申報』もその点において例外でな
いことはもちろんである27)。1910年代の『毎日申報』にはどのような人々がいたのだろう
か。先ずはじめに李蒼という人物を挙げることができる。李蒼は 1908年に『大韓毎日申
報』に入社し 1921年に退社するまで工務局に勤めた代表的な社員である28)。李蒼の他には
会計業務を担当した安政植、李成鎬と広告業務を担当した黄寅性、金永完、金鎔爐、金夏
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渉、李圭鎬、小川三之介、飯島剛、小方藤吉、大東春太郞などがいた。印刷工場で働いた
「職工」としては崔益進、金昌瑞、全化瑞、咸明雲、李興植、鄭聖文、全寿天、徐相学、吉
泳禹、金慶熙、李斗鎮、金興瑞、入江憲補などがいた29)。
その他に 1910年代の『毎日申報』には記者や社員だけがいたのではなかった。彼ら以外
に小説の挿絵および新聞の様々な絵を描いた人々もいた。彼らは全て画家であり日本人だと
いう点が特徴である。『毎日申報』は「春外春」(1912.1.1–3.14)から「無窮花」(1918.1.25–
7.27)に至るまで引き続き小説の挿絵を掲載した。新聞小説の挿絵は西洋では見られない東
洋、特に東アジアだけの特徴だと言える。それは読者の興味を引き付けるための戦略的な仕
組みの一つであり、新聞の娯楽的機能と通底している。1910年代の『毎日申報』の小説の
挿絵を描いた画家とその作品は以下のとおりである。
鶴田五郞―「春外春」、「弾琴台」、「琵琶聲」、「長恨夢」、「菊の香」、「断腸録」、「兄弟」
柳田謙吉―「飛鳳潭」、「貞婦怨」
前川千帆―「続編長恨夢」
石田富造―「無窮花」30)
これらの日本人画家たちは職制上『京城日報』に属していた画家たちである。『京城日
報』に属しながらも『毎日申報』をも担当していたのだ。鶴田吾郎 (1890–1969)は鶴田擽
村、擽村といった筆名で活動した画家で、1910年代の『毎日申報』においてもっとも多く
の連載小説の挿絵を担当した。彼の名前や筆名が初めて『毎日申報』の紙面に見られるのは
「妾の罪」の連載予告においてであった31)。「内地において有名な画伯」の「揮毫」があるの
で読者は期待してもいいという内容である32)。鶴田は東京出身で白馬会洋画研究所、太平洋
画会研究所において絵を習い 1920年、日本の第二回帝展に入選した経歴がある。彼は 1912
年に『京城日報』に入社し、絵画部に属したのだが 33)、『京城日報』入社直後から『毎日申
報』の小説の挿絵も同時に担当していたことがわかる。彼は「兄弟」(1914.6.11–7.19)の挿絵
を描いた後、すぐ退社してそのまま日本に帰ったようだ。鶴田に続き具体的に略歴を確認で
きる画家は前川千帆 (1889–1960)である。前川は趙重煥の小説「続編長恨夢」(1915.5.25–
12.26)一編だけに挿絵を描いた。前川は京都の出身で本名は石田重三郞である。関西美術院
において絵を学んだ後、『京城日報』と『読売新聞』とで漫画を担当している。以後版画に
も関心をもち、1930年代には日本版画協会で選ぶ優秀版画家 9名のうちの一人として選ば
れもした人物である34)。前川の正確な『京城日報』の入退社の年月日についてはわからない
が、現在確認できる在職期間は 1914年 10月から 1916年 11月までである。前川は「続編長
恨夢」の挿絵と同時に「金剛山紀行」(1915.10.17–31)という紀行文の挿絵も担当している。
「金剛山紀行」は徳富が金剛山を遊覧した後に書いた紀行文である。前川は徳富の金剛山旅
行に同行したものと思われるが、彼はその紀行文の中で 6枚の金剛山風景を描いた挿絵を
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残している。柳田謙吉と石田富造は現在残されている資料が多くなく詳細な経歴に関しては
よくわからない。石田に関しては中村の残した 1916年の記録の中に見ることができる35)。
その記録を通じ 1916年 11月には既に『毎日申報』（『京城日報』）に在職していたことがわ
かる。石田が描いた小説の挿絵は李相協の「無窮花」一編のみであるが、彼は 1919年 8月
まで『毎日申報』（『京城日報』）に所属していたものと判断される。1919年 4月 2日から 8
月 12日まで計 19篇の風景画を一面に載せたからだ。柳田は趙重煥の「飛鳳潭」(1914.7.21–
10.28)と李相協の「貞婦怨」(1914.10.19–1915.5.19)二作品の挿絵のみを担当している36)。
(2)　紙面構成
そうした多様な構成員により製作・発行された『毎日申報』はどんなものだったのか。
『毎日申報』は併合前の『大韓毎日申報』を引継いだ新聞のため、併合後も『大韓毎日申
報』の社屋をそのまま使用していた。『大韓毎日申報』の最後の社屋であり『毎日申報』の
最初の社屋は「京城中部布廛屏門二宮街」37)にあった。1910年代の『毎日申報』の社屋と住
所の変遷は表 1のとおりである。
1910年代の『毎日申報』の社屋の移転は計 4回行なわれている。1910年 10月は徳富が総
督府から『毎日申報』の経営を委託された時期である。徳富はそのとき『毎日申報』を引受
けながら李章勳から卞一へと社長の交代を断行しているのだが、そのとき社長の交代だけで
なく社屋の移転もともに行なわれたことがわかる。『毎日申報』は二度目の移転で「京城日
報社構内」38)へ移転し、『京城日報』の傘下組織となる。実質的な総督府機関紙としての『毎
日申報』は、併合直後ではなく 1910年の 10月からだったのである。
併合直後、『毎日申報』は朝漢文版（ハングルと漢字）と朝鮮文版（ハングル）との二種
類の新聞を発行していた。それは『大韓毎日申報』の朝漢文版と朝鮮文版をそのまま引継い
だものである。だが、朝鮮文版は 1912年 3月 1日から朝漢文版に併合吸収され廃止され
る。朝鮮文版は現在何枚かの写真の形で伝わっているだけで、その実物の確認ができないの
が実情である39)。1910年代の『毎日申報』は全て四面立てで発行された。一面には社説40)、
法令、各種コラム、学術論文、小説、漢詩などが掲載された。二面には外報、総督をはじめ
住　所 期　間
1
京城中部布廛屏門二宮街　二層洋屋 1910.8.30–9.30
京城中部布廛屏門二宮街 1910.10.1–10.18
2
京城西部貞洞大漢門前 1910.10.19
京城太平町二丁目三十五番戸※ 1910.10.20–12.28
3
京城大和町一丁目 1911.1.1–1.21
京城大和町一丁目（筆洞） 1911.1.22–1914.10.17
4 京城太平通一丁目 1914.10.19（号外）–
※ 「西部貞洞大漢門前」と「太平町二丁目三十五番戸」は同住所である。「西部貞洞大漢門前」は版権欄にたった一日
だけ見られるのだが、一日で新聞社を移転するのは常識的に無理である。また『毎日申報』の電話番号が「一二四五
番」と同一なのも二つの住所が同じ住所であることを語っている。ちなみに「中部布廛屏門」に住所があるときの
電話番号は「八三八番」であった。
表 1　『毎日申報』社屋・住所の変遷
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とする総督府高位官僚の談話、政治経済記事、総督府官吏や朝鮮人貴族などの動静が載せら
れた。三面は主に朝鮮国内において起きた各種の事件事故が掲載された紙面であった。四面
は小説と広告、地方通信、小説に関する読者の投稿などが配置されていた。
上の新聞社の組織と関連させて考察するなら、一、二面は「硬派」記事、三面は「軟派」
記事とに大別される。それらの紙面に使用された文体は一、二面は（純）漢文体や朝漢文体
（朝主漢従体、漢主朝従体のどちらも含む）であり、時折一面の社説や一部のコラムにおい
て純漢文体が使用されてもいる。三面は見出しを除いた全ての記事がハングル体で記載され
ている。四面の場合、小説を除いた読者の投稿文や地方通信の文体は朝漢文体41)だった。
また、小説が掲載面に関係なくほとんど純ハングル体で組まれていることは、目立った特徴
である。
1910年代の『毎日申報』の休刊日は毎週月曜と「大祭日」の翌日なのだが、その体制は
1918年の 10月まで維持されていた。1918年 11月 1日からは月曜日にも新聞を発行し、「大
祭」の翌日のみが休刊日となった。新聞社の組織形態は編輯のみを別途に行なったのみで、
その他の業務は『京城日報』と合同で処理されていた。
新聞の段数は 7段で始まった。1912年 3月 1日からは 8段、同年通算紙齢 2000号記念号
である 6月 18日付から 9段へと増加する。それ以降 1918年 6月 11日付から、もう一段増
えて 10段となる。引き続き三ヶ月後の 9月 10日付から 11段制が選択される。段数の変化
に関連して目につくのは活字である。1910年代の『毎日申報』においては、段数の変化と
同じく計 4回の活字改良作業が確認される。1912年 3月の「五号活字」に始まって、1914
年 6月の「字画の明確」な「新活字」、1918年 9月の「本社独特の八ポイント半式新活字」、
同年 11月の「東洋新聞界で最も進歩していると称されるポイント式活字」へと各々改良さ
れている42)。活字の変化は段数の変化と同時に行なわれたのである。
1910年代の『毎日申報』の正確な発行部数把握は現在難しい。だが併合前他の新聞に較
べ、はるかに多い 13,000名43)の読者をもっていた『大韓毎日申報』を引継いだ『毎日申
報』は、併合後それほど人気を得られなかったようだ。併合直後の『毎日申報』の読者数は
2,646名に過ぎなかった44)。『毎日申報』の前身である『大韓毎日申報』に較べれば、なん
と 80%という読者減である。1920年代初、ある論者はそうした読者減の原因を「新聞とし
ての使命はそれとして、半官報的な態度を取」ったためだと分析している45)。大韓帝国末期
最大の新聞であった『大韓毎日申報』がもっていた抗日言論から総督府機関紙への変貌が、
読者をして『毎日申報』に背を向けさせた決定的な原因だったのである。したがって『毎日
申報』は読者拡張のための多様な努力を繰り広げることになる。その時期の『毎日申報』に
見られる多様な小説の存在は『毎日申報』の最も代表的な読者拡張戦略のうちの一つと言え
る。それ以外で注目される読者拡張への努力は、官公署を通じた強制購読である。それは総
督府と『毎日申報』が合作して実行した方法である。総督府は地方の末端役所にまで公的な
予算により義務講読部数を割り当て、強制的に『毎日申報』を購読させた46)。だが、『毎日
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申報』はそうした低調な購読状況とは異なった数字を報道している。1910年代初には 12,000
部、中盤以降 10万部と豪語しているのだが47)、その数字を額面通り信じるわけにはいかな
い。1930年代の中盤、民間紙である『東亜日報』と『朝鮮日報』（いずれも朝鮮語）が「大
体、三万三四千」48)内外であったということを参考にすると、1910年代の『毎日申報』が
10万部を発行していたというのは余りにひどい誇張でしかない。1910年代の『毎日申報』
は 1万部前後を発行していたものと見られる49)。1910年代の唯一の朝鮮語新聞だったにも
関わらず『毎日申報』は総督府機関紙という特性上、当時の朝鮮人にはそれほど関心をもた
れなかったと言える。
(3)　社　是
『毎日申報』は総督府の機関紙だということをアイデンティティーの核としていたメディ
アであった。それは『京城日報』の監督に就任した徳富が、就任直後『毎日申報』に述べた
訓示に明らかに示されている。
・ 毎日申報の新聞紙として存在する理由は我が天皇陛下至仁至愛日鮮人一視同仁の思召
を奉戴し之を朝鮮人に宣伝するにあり
・ 執筆者は公正にして決して偏私の心を挿み党同伐異の筆を弄するが如きことなきを要
す
・ 文章は簡淨明暢なるを要す
・ 一般の所論は穏健妥當を期す可し決して詭言妄説を鼓吹する勿れ
・ 毎日申報は京城日報と提携し恒に其の歩調を同一ならしむる事50)
徳富の訓示の中でもっとも大事な内容は最初と最後の項目にあると思われる。徳富は天皇
とその一視同仁を宣伝することが『毎日申報』のもっとも重要な役割であることを強調して
いる。それは同時に朝鮮総督府の植民支配論理において最もその核心をなすものでもあっ
た。また彼は『京城日報』と常に歩調を合わせることを指示している。総督の寺内は徳富と
『京城日報』の委託経営に関連した契約を結んだ直後の 1910年 10月 2日に『京城日報』に
訓示を伝えている。その中で彼が最も強調しているのは「京城日報社員は忠君愛国の精神を
発揮して朝鮮総督府施政の目的を貫徹するに助むる事」51)という条である。『毎日申報』は
『京城日報』の編輯局の一部署であり、『京城日報』から指揮監督を受けるというシステムの
下に位置していた新聞であった。寺内が『京城日報』に伝えた訓示は『京城日報』だけでは
なく、その傘下組織の一つである『毎日申報』にまで及ぶことは言うまでもない。それは
『毎日申報』が『京城日報』の朝鮮語版新聞という位置づけ52)を改めて想起させる。すなわ
ち「朝鮮総督府施政の目的」の「貫徹」と「天皇陛下」の「一視同仁の思召」を「朝鮮人に
宣伝」するのが、1910年代の『毎日申報』の最大目的であり、その任務及び存在理由だっ
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たのである。それはすなわち、総督府機関紙に対する徳富の企画でもある。徳富は併合直
後、朝鮮の全ての言論を掌握・統制し、植民統治の早期定着と日本の帝国主義・軍国主義が
貫徹される地として朝鮮を再編しようとしたのである。
『毎日申報』は「新聞紙として存在する理由」としての目的と任務を大々的に公表し、そ
の遂行のため多様な努力を展開することになる。
日韓併合以降、総督府の機関紙であることを自ら担い、総督の施政方針を布告し人民
の智識開発を誘導する我が報は……新政以降本紙の主義綱領は新政の方針を我が朝鮮人
民に紹介する者、産業の振興により我が朝鮮人民を指導する者、勧善懲悪をなす者、斥
邪扶正をなす者、社会の万端事を漏れ無く掲布する者、世界の出来事を迅速に報道する
者であり、其の任は大きく重い……日韓併合と同時に総督府の機関紙であることを自ら
担った後、前記の主義綱領の下で総督府の施政方針を発布し半島民の産業振興を勧めた
効果はすでに多大なことは自不必説であり、今後もこの主義を一貫し朝鮮民族を扶導す
る事に愈々益々奮励し、将来、幾万幾十万号に号上加号し、奮闘と誠力をもって与天地
無尽となるよう、綿々不絶の栄誉を保有し、将来、幾十幾百千年に年上加年し、勇往と
猛進をもって与明併明となるよう、悠々無窮の幸福を享有することを自期する。53)
朝鮮言論界の重鎮として偉大なる権威をもって天皇陛下の一視同仁の聖意を一般鮮人
に宣伝し総督政治の趣旨、方針を普及し、二千余万の同胞をして帰向するところを知悉
させ、殖産、興業、教育普及の指導者となり民智を開発、風俗の改良の先駆者として勧
善懲悪の機関となった我が毎日申報は報齢が既に三千に達し、三千里江山に愛読者が遍
満して益々隆盛を極める気運に際している。54)
吾人は新聞紙の社会教育に対する効果が宏大であり、範囲が広闊であることを断言せ
ねばならず、同時に其の勧善懲悪を標榜し至公無私を宣言し、読者を感化することが新
聞紙教育の大目的であることもまた断言せざるを得ざるため新聞紙を軽視せず畏懼し厳
師親友の如く待遇せよ。55)
徳富と寺内の訓示の内容がそのまま公表されており、『毎日申報』のアイデンティティー
がはっきりと示されている。総督政治を宣伝し朝鮮の人民を指導するというのが『毎日申
報』の「大目的」なのである。そのため朝鮮人民の指導および勧善懲悪・斥邪扶正に努める
ことと、産業振興のために努めることを再確認している。総督政治の意図・方針の下で民智
を開発し風俗を改良するなどの社会教育機関としての役割にも貢献することを誓っている。
また総督府の施政方針の宣伝および普及とともに重視されていたのは、朝鮮「人民」に対す
る指導者としての役割である。それは「誘導」、「指導」、「指導者」、「先駆者」、「感化」等の
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言葉を通じて明らかに確認できる。
そうであるなら、徳富と『毎日申報』、さらに総督府は上のような多様な方法と活動を通
じ「二千余万」の朝鮮人民をどこへ導くことを意図したのだろうか。それは朝鮮人民に対す
る「社会教育」の一つだと言えるのだが、総督府の教育政策からその糸口を見いだせる。
1910年代の総督府の教育政策は、「忠良なる帝国臣民の養成」に集約して表現できる56)。こ
の総督府の教育方針は 1910年代の全期間にわたり、『毎日申報』を通じ宣伝・公表される。
そうした忠良なる帝国の臣民の養成という基本方針のもとで当時の学校教育はもちろん新聞
や演劇、小説などの学校外の教育、すなわち社会教育も行なわれた。朝鮮の「二千余万の同
胞」が「帰向」するところは「帝国の忠良なる国民」であり、そうなったとき「悠々無窮の
幸福を享有」できるということである。『毎日申報』にとって、当時の朝鮮人にそのことを
「知悉させ」ることが「新聞紙として存在する理由」であり「大目的」であった。
それは新聞という近代的メディアを通じ、朝鮮の個々の「人民」を伝統的な社会文化コー
ドから離脱させ「帝国の忠良なる国民」という新たな社会文化コードの獲得と共有を目的に
していたものと言える57)。韓国では近代初期において、国家教育体系と出版資本の活動が相
対的に脆弱であり、メディアの役割はいっそう重要であったため、メディアが大衆への影響
力をほとんど独占していたと言える。近代啓蒙期58)のメディアは近代権力の一つの様相に
まで浮上したのである。それは 1910年代の朝鮮の現実とこの時期の『毎日申報』の場合、
特にその度合いが強かったものと判断される。1910年代は出版資本の活動が絶対的である
と言えるほど脆弱であり、併合直後の強圧的な言論統廃合政策により、総督府機関紙のみが
存在していた極めて抑圧的な状況であったからである。総督府の安定した財政的な支援の下
で、たいした困難もなく発行された『毎日申報』は近代権力の一つの様相ではなく、そのも
の自体が「権力」であったと言える59)。徳富が過酷な言論統廃合及び言論統制政策を通じて
ねらったのは、まさにその実現であったと判断される。彼は当時の朝鮮の全ての言論を掌握
した後、総督府機関紙を通じ徹底的に植民支配イデオロギーの刷り込みをねらっていたので
ある。徳富にとって朝鮮人が「忠良な帝国臣民」となることは「天命人心帰する所」であ
り、「史的自然の発展」であった。したがってそれは「より多く末家（朝鮮 -引用者）の為
に祝せざるを得」60)ないことなのだ。結局徳富は唯一の総督府朝鮮語機関紙を通じ、帝国日
本の植民統治の確固とした定着をねらっていたのである。
3.　短篇小説と親体制的青年の育成
(1)　『大韓毎日申報』から『毎日申報』へと―1912年の紙面改革
『毎日申報』は 1910年 10月、徳富により引き継がれ総督府の機関紙として本格的な活動
を開始する。『大韓毎日申報』から『毎日申報』への名称変更は併合と同時になされるのだ
が、紙面の段数や活字、紙面構成などは前身である『大韓毎日申報』のそれと同一だった。
そうした紙面構成は 1912年 2月まで続く。『毎日申報』は 1912年 3月 1日に大々的な紙面
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刷新を断行し、『大韓毎日申報』という色合から完全に離脱する。監督の徳富や社長であっ
た吉野、『毎日申報』の実質的な責任者であった中村など日本人の経営・幹部陣は『毎日申
報』引受け後、約一年半という決して短くない時間を紙面刷新のために投資したわけであ
る。紙面刷新のための一年半という時間は、総督府と日本人経営陣がもっていた『毎日申
報』に対する関心と注意および期待が、決して小さなものでなかったことを語っている。そ
うした紙面刷新の目的が読者の確保および読者拡張にあることはもちろんである。総督府の
施政方針の広報をその第一の目的とした『毎日申報』としては、前提条件として読者の確保
が他のなによりも重要だったからである。
本格的な紙面刷新は社屋の移転と活字改良とでその姿を見せ始める。『毎日申報』は 1911
年 1月 1日付から版権欄の住所が「京城大和町一丁目」へと変更されるのだが、その住所
は『京城日報』の所在地である。実質的な紙面刷新は 1912年 3月 1日を期して行なわれる
のだが、その準備が感知されはじめるのは 1911年の 6月からである。
敬啓、本報が愈益隆盛の地域に達するは特に江湖諸君の御賛成を偏に被るにあり、玆
に深謝して已みません。今回平素御愛顧なされる厚意を仰ぎ酬いる爲に最新式の輪転機
を購入しました。その設備も 本月内に全部完了する予定です……又本社は愛読諸君の
便利のため 7月 1日から全国各要地に支社を多数設置し分伝させ、該附近に在る支社
に購読を請求なさる諸君からは京城内の購読者と同じく郵便料金を受け取らず定価に
二十銭で提供いたします。61)
まず新聞を印刷する輪転機の導入と各地方への支社設置とが始められた。新式輪転機と支
社、分伝（配達）というシステムにより、新聞製作・生産段階から流通・普及（配達）網の整備
に至る大々的な刷新がなされたであろうと推測できる。輪転機の導入は総督府の支援を得て
1911年 7月 16日に設置が完了し62)、支社の設置も 1911年 7月現在、咸鏡北道を除く朝鮮
全域にかけて行なわれていた63)。中村はその時導入した輪転機が高速印刷が可能なものであ
り、当時の朝鮮の印刷界に画期的な革新を吹き込むものであったことを回顧している64)。ま
た全国的な支社の設置は、総督府の施政方針の広報という『毎日申報』の存在理由を現実の
ものとする物的土台の完成という点からも極めて重要なことであると判断される。
次に、『毎日申報』が準備したのは新聞の活字である。『毎日申報』は「諺文65)の模型を
改良」するため「精楷な字体を募集」するという社告を掲載する。ところがその募集は大し
た効果もなかったようである。社告の掲載から一週間後にも応募者がなかったからである
66)。だが『毎日申報』は二ヶ月後「某女史の有名な筆法」を入手し「本社特別注文の諺文活
字」が準備できたことを宣伝している67)。そのときの「某女史」とは閔宇植の妻のことであ
る。『毎日申報』は閔宇植の妻から「宮体」を入手し新しい「諺文活字」を作った。これは
「諺文五号」活字であり、当時の朝鮮の「諺文新聞」として五号活字の採用は始めてのこと
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であった68)。そうした過程を経て 1911年の末頃には紙面刷新の準備が整う。
我が紙の新面目は現今本紙も往日に比べれば多大な発展と多大な改良と言えるが、社
会の進運に伴い読者諸氏の智識がいっそう発達した今日、とうてい現在の本紙をもって
満足に諸君の前に提供できないから……新年の一月からは現在よりも紙面を拡張し、法
令、政治、実業、教育、電報、外報、雑報、文芸、衛生、地方通信およびその他の奇聞
奇見を漏れ無く掲載し、かつ鮮明な写真銅板を毎日挿入し、小説にも毎日挿絵を載せ、
読者に趣味を感じさせると同時に五号活字の本社特別注文の諺文活字を使用し全紙面を
改良刊出するが、朝鮮における新聞界では五号活字新聞は本報が嚆矢である。記事の行
数字数が現紙の倍以上に達することは明算せずとも分かるであろう69)
新春の毎日申報
◀ 元日出の記事は。曰く東西洋の電報通信及び社会の万般事項を総括し日に束ね余り無
し
◀元日出の頁数は。曰く十六頁で、朝鮮では漢諺文新聞が誕生した後の一新紀元
◀元日出の挿絵は。曰く写真木刻等なので新年に関する習俗の活画が総て紙面に出来す
◀元日出の小説は。曰く春外春の挿絵だけを見ても趣味が多いことは不言可想
◀ 元日出の雑筆は。曰く奇聞怪見珍談滑稽など元日の屠蘇酒の後でこれを見れば有趣新
春の毎日申報
◀五号新聞の鼻祖は。曰く朝鮮新聞界に未曾有の五号新聞は我が毎日申報にて始まる
◀五号新聞は何時出る。曰く現在準備中で諸君が待ちに待つ新年一月の内に
◀ 記事層は如何に。曰く字小行狭紙闊なので己往に比べれば倍以上は明算待たずとも知
れる
◀ 広告料は如何に。曰く五号十八字一行に五十銭なので全体を打算すればかえって経済
的
◀ 新聞代は如何に。曰く記事は倍以上なのに代金は前の如く大いに経済的大いに経済的
呵70)
1912年 3月になされる『毎日申報』の紙面改革の内容がよく示されている。徳富をはじ
めとする日本人経営陣と総督府は、そのように多様に変化した紙面を通じて読者に新しい読
み物を提供し、彼らを新聞の読者として吸収しようとしたのだ。そうした過程と各種の予告
を経て『毎日申報』は 1912年 3月 1日付で以前とは大幅に変った紙面を初めて読者に見せ
る。『毎日申報』の前身の『大韓毎日申報』の紙面構成や編集体制からの脱皮も、朝文版の
朝漢文版への吸収統合も、この時行なわれた刷新の一つであった。その時はじめて採用され
た「硬派記事－政治・経済記事－ 1・2面－朝漢文」、「軟派記事－ 3面－純ハングル」とい
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う紙面構成は 1910年代の『毎日申報』はもちろんのこと、以後韓国の新聞製作の典型とな
る。1912年 3月の大々的な紙面改革の中に本稿と関連し注目すべき点は、小説に関する懸
賞募集の実施である。1912年 2月に始まる懸賞募集では「短篇小説」もまたその主要部門
の一つである。
(2)　短篇小説とその意図
1910年代の『毎日申報』の短篇小説は、ほとんどの作品がその前半期の 5年間に発表・
掲載されている。1910年代の総数 61篇の短篇小説のうち 55篇が 1910–1914年に発表され
ており、90%以上の作品がこの時期に集中していることになる。そのことは『毎日申報』
が短篇小説にいかなる目的や意図をもっていたかを強く示唆している。特に前半期の 55篇
の作品のうちの 3分の 2に当る 37篇が読者投稿による〈応募短篇小説〉であるという点は
そうした推定をいっそう確かなものとしている71)。『毎日申報』はそれらの短篇小説を通じ
て果たして何を意図していたのか。
1910年代の前半期、『毎日申報』は短篇小説のほとんど唯一の発表メディアだった。1911
年 5月の雑誌『少年』の廃刊以降、1914年 10月に雑誌『青春』が発行される以前の小説発
表のメディアは『毎日申報』ただ一つであったからである72)。1910年代の前半期『毎日申
報』の短篇小説のほとんどは、1912年から本格化する〈応募短篇小説〉である。1912年 3
月にはじめて掲載された〈応募短篇小説〉は『毎日申報』の読者獲得戦略の一つであり、読
者確保のための紙面改革の一つであった。
本社において各地の奇聞を掲載し読者の目の前に望遠鏡を置いたように津々浦々の奇
事美談をはっきりと知らせるためにの左のような記事諸件を募集し、記事にして送られ
る諸氏から一二三等を選択し懸賞があると同時に俗謡、詩、笑い話、短篇小説、叙情叙
事なども募集するので応募なさる人は左開の諸事項の中から随意ご投稿下さい。
左開
一　 各地奇聞 :慈善家の美挙の実話、実業家の成績の実話、孝子の天より出ずる誠の実
話、節婦の秋霜のような節操の実話、忠僕の主人の恩に報いる義理の実話、妖怪の
奇々怪々な妖物が人の耳目を迷い惑わす実話、風俗習慣、美風善俗で社会に表彰す
るに足る事、及び山野間の質朴な習慣の現状も可、隠れた事蹟
一　俗謡（要簡単）
一　詩
一　笑い話（要簡単）
一　短篇小説（一行は八十字、行数は一百五十行を要する）
一　叙情叙事（随意）
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右の記事に対し掲載の可否は選ばれるかどうかにあり、選ばれたものに対しては最優
等は新聞六ヶ月分、一等は同三ヶ月分、二等は同二ヶ月分、三等は同一ヶ月分を進呈 
毎日申報編輯局73)
上は〈懸賞募集〉の募集要項である。10項目にかけて具体的な条件が明示されている「各
地奇聞」が主な対象のように見えるが、ここで注目すべき点はその各項目である。「慈善
家」、「実業家」、 「孝子」、「節婦」、「忠僕」、「風俗習慣美風善俗で社会上に表彰するに足る
事」などがその核心なのだが、これらを通じてわかることは「各地奇聞」が徹底した啓蒙的
な内容を意図しているということである。またこれらの項目は『毎日申報』が引き続き主張
している風俗啓蒙の内容と一致しているという点からも、その限界がはじめから内在してい
たと言える。したがって「短篇小説」にもそうした啓蒙性が強く適用されるのは確実であ
る。
そうした懸賞小説を通じ 1912年 3月 20日の「破落戸」から始まり、1913年 2月 9日の
「情」に至るまで、計 37篇の〈応募短篇小説〉が掲載される74)。それらの〈応募短篇小説〉
は三面に掲載されたため、ほとんどハングルで書かれている75)。また、それら 37篇の中に
は一人で何篇も当選した場合もあり、懸賞募集であるにも関わらず、投稿者の実名であれ筆
名であれ全く表示されていない作品もある76)。それらの応募短篇の作家はほとんど当時の学
生、すなわち知識青年層であったと判断される。複数の作品が当選・掲載された 5名を入
れて〈応募短篇小説〉に当選した者は全部で 27名である。この 27名の当選者のうち、現在
残されているわずかな端緒を通じて本人確認ができるのは金宬鎮、李進石、李常春の 3名
である。李進石は 1934年に慶尚北道警察部が刊行した『高等警察要事』に 1915年当時に
「普成中学卒業」と記載されている。〈応募短篇小説〉を投稿した 1912年には普成中学の学
生だったことがわかる77)。李常春は李進石と同じく『毎日申報』〈応募短篇小説〉の投稿者
たちの階層が教師、学生、すなわち当時の青年知識階層であることの端緒を提供している人
物である。李常春は『毎日申報』〈応募短篇小説〉に最初の作品を発表した後、「朴淵瀑布」
(1913)と「西海風波」(1914)などの〈新小説〉を発表したり、雑誌『青春』の懸賞文芸に当
選 (1917)するなどの作品活動を行なっている。〈応募短篇小説〉から〈新小説〉へ、そして
また近代短篇という当時としては珍しい創作遍歴が見られる作家である。李常春は 1916年
現在、開成韓英書院の教師であった。4篇という最も多い当選回数を記録している金宬鎮
(1889–1917)は当時の皇室の外戚であり、漢学的な教養を備えた旧知識人階層に属する人物
である。金宬鎮は大韓帝国期、皇族や貴族の子弟の教育機関であった修学院において、当時
皇太子であった純宗と同門として修学しており、英語、日本語、中国語などの外国語にもよ
く通じていたとされる78)。
この間 1910年代の『毎日申報』〈応募短篇小説〉については研究者の評価がそれほど肯定的
なものではなかった。単純で観念的な風俗啓蒙のレベルを示しているという評価である79)。
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そうした先行研究の評価は〈応募短篇小説〉の一面を的確に捉えたものである。〈応募短篇
小説〉が観念的啓蒙性でもって一貫しているという指摘は決して誤ったものではない。だが
そうした啓蒙性を口実に、その時期の〈応募短篇小説〉を必ずしも否定的なものとして見る
必要はないものと判断される。『毎日申報』ははじめからそのような啓蒙性を目的とし、〈懸
賞募集〉－〈応募短篇小説〉を準備・企画していたからである。それは「破落戸」、「苦学生の
成功」、「青年鑑」などの各作品の題目だけを見てもその作品がどんな内容の啓蒙性を含んで
いるかすぐに確認できる。上で引用した〈懸賞募集〉の要項においても啓蒙性を目的として
いることが読み取れる。〈短篇小説〉において要求されている「一行十八字、一百五十行」
という条件は 400字原稿用紙で 6–7枚の分量に当る。短篇小説と言うよりはコントに近い
小説を募集しているのである。また当選作品の等級は、作品内容の充実の度合いと、提示さ
れた諸条件の遵守の度合いによって決定されるのが常識である。募集要項には一等から三等
まで選抜するとあるが、実際に当選された作品を見ると、一等の一作品（「破落戸」
1912.3.20）、二等の二作品（「苦学生の成功」1912.9.3–4、題名なし 1912.11.3）を除いて他は
全て三等である。ところで等級制度にともなう作品性の優劣や分量などに関する特別な選別
基準が見あたらない。〈懸賞募集〉、〈応募短篇小説〉であるのに作家の名前と等級80)、題名が
表示されていない作品81)などがあるという点も見過ごしてはならない部分である。投稿家
たちが〈懸賞募集〉に応募する理由は当選にともなう賞金（賞品）よりは、当選の達成感と
自己誇示にあり、当選はその確認だと言える82)。それらを考慮すれば、等級と作家名が表示
されていない〈応募短篇小説〉の存在は納得しがたい部分である。それらのことは〈懸賞募
集〉－〈応募短篇小説〉の最大の目的が啓蒙にあるところに起因する問題だと思われる。『毎
日申報』は投稿された作品の完成度よりは内容の充実ぶりに当選の最優先基準を設定してい
たのではないか。またそれらの作品が掲載された紙面が三面であるということも、そのこと
を強く裏付けていると判断される。
新聞の三面は記者の自由思想で記事を書くところではない。社会の万般状況を見聞き
したまま記載するところである……品行が端正な者は社会において美名を聞き、品行が
不貞な者は謗るものがある……譬えるなら新聞は写真鏡のようであり記者は写真を撮る
人の如くである……従って人が写真を撮るときに姿勢をきちんとしろと言い、表情を自
然にしろと言い、努めて勧告することが事業の目的である……記者は世の人の誤りを長
く考えるのではなくその人に警告し早く直すことを願うだけである……世の人のともか
く一つの誤りもないことを願うのが即、私たち記者の目的である。83)
一言でまとめるなら、三面は『毎日申報』の啓蒙の空間であることがわかる。したがって
そうした役割を遂行する三面という紙面に、「社会の万般状況」と「世の人の誤り」とそれ
を「警告」する内容になっている〈応募短篇小説〉が掲載されたのは極めて当然のことであ
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る。
であるなら『毎日申報』は〈懸賞募集〉－〈応募短篇小説〉を通じ何を意図していたのかと
いうことが争点となる。〈懸賞募集〉と〈応募短篇小説〉が読者確保のための企画であるこ
とは上でも触れている。結論から言えば、〈応募短篇小説〉は当時の青年学生・知識層の読
者を確保するための企画である。上で触れた李進石、李常春、金宬鎮などの投稿家の履歴も
そのことの重要な証拠である。したがって〈応募短篇小説〉の啓蒙性は、青年層や学生層に
向けられたメッセージとなる。作品分析において考察するが、〈応募短篇小説〉はほとんど
当時の青年学生層の話をその主な内容としている。登場人物はほとんどが青年か学生であ
り、彼らが当時の「社会」の現実においてぶつかる「万般状況」についてのことが作品の主
な内容である。
〈応募短篇小説〉は人物の形象化の内容と性格を基準にして大きく三つの類型に分けるこ
とができる。第一は悪習におぼれ没落する人物を形象化した類型であり、第二は没落した人
物が悔い改め、新しい人間として再生するという類型、第三は苦難を克服し成功する人物と
いう類型である。
「破落戸」(1912.3.20)、「虚栄心」(1912.4.5)、「守銭奴」(1912.4.14)、「雑技者の薬良」(1912.5.3)、
「青年鑑」(1912.8.10–11)などが第一の類型に当る作品である。「青年鑑」は上流両班層（閔判
書の息子）、中流層（金発狂）、下層青年（朴総裁）の堕落と没落を描いた作品である。作者
は上中下の各階級の青年たちを象徴する人物を全て登場させ、各階級の青年たちの堕落を告
発している。彼らは全て「二十歳を過ぎたばかりのような青年」たちである。同時にこの作
品では彼らは地位と財産に関係なくみな放蕩を尽し堕落した結果、没落する人物でもある。
小説は彼ら三人の友だちが「料理屋」に集まり、我が身を嘆き、後悔の末「六穴砲」（拳
銃）自殺をほのめかす場面で終わっている。彼らの嘆きと後悔はどちらも過去の堕落と放蕩
から生じたことである。彼らは現在父母はもちろん社会からも捨てられた状態である。彼ら
が後悔と嘆きの末、自殺するという設定は事件進行の必然性が弱く極めて不自然である。だ
が、作者がこの小説を通じて誰かに何かを語ろうとしているのは明らかである。主人公たち
のような同時代の青年たちに、放蕩の弊害とそれによる没落を「警告」することで彼らをし
て目覚めさせ注意を喚起する作品なのである。
第二の類型に当る作品には「虚慾心」(1912.5.2)、「真男児」(1912.7.18)、「殲尽妖魔」(1912.8.29)、
「悖子の回感」(1912.9.25)、「悔改」(1912.12.28–29)などがある。「悔改」は阿片により没落し
た人物が悔い改め更正して生きていくという内容を扱っている。作品の主人公「柳進士」と
その友だち「申局長」はどちらも両班の後裔で、豊かな衣食に恵まれ生きてきたが、現在は
麻薬により妻まで売り払ってしまうほど零落している。彼らは麻薬により路上で凍死した死
体の手に握られているメモを偶然発見した後、過ぎし日の誤りに気が付く。その後麻薬を完
全に止め、一生懸命労働し、幸せに生きたという後日談で作品は終わっている。申局長がメ
モを手にする場面やそのメモの内容などは、ストーリーの進行上極めてぎこちない。だが、
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そのメモとメモのメッセージは不自然ながらも強力に提示されている。メモの内容は作品の
主人公たちだけでなく、この作品と新聞を読む読者たちに向けられているものでもある。ま
た悔い改めと労働によって示されている更生の方法も同様である。作者と『毎日申報』は麻
薬に溺れている同時代の青年たちにその弊害を警告した後、悔い改めの方法としての労働を
提示し青年たちに生の刷新を求めているのである。
第三の類型の作品は「苦学生の成功」(1912.9.3–4)、「苦尽甘来」(1912.12.26–27)などである。
「苦尽甘来」は題名が示唆しているように、孤児として育った青年が偶然の善行がきっかけ
となり一生懸命働き、学び、結局成功するという内容の作品である。この作品における善行
とは、主人公が偶然道で拾った大金の入った財布を正直にその持ち主に返すというものであ
る。財布の持ち主は主人公の正直さを誉め称え、以下のように忠告する。
これは多くないけど遠慮しないで受け取って学費にでも充てなさい。人というのは学問
がなければ人類社会において活動できず、また国民の資格を行使することもできないの
だから、どうか勉強を一生懸命して国家の棟梁になりなさい。84)
この作品において強調されているのは、苦難と逆境に対する意志および忍耐と教育の重要
性である。「ナポレオン」と「コロンブス」のような勇気と意志をもつことと、一生懸命学
んで国家の棟梁にならねばならぬということがこの作品の主題である。だが、そこには深刻
な問題が内在している。すなわち「国民の資格」や「国家の棟梁」といった言葉から、この
作品をはじめとする〈応募短篇小説〉の実体、すなわち啓蒙性の本質が現れているためであ
る。作品において求められる「国民の資格」や「国家の棟梁」とは、まさに徳富と総督府が
同時代の青年に求めるものに他ならない。作品に出てくる「国家」は「日本帝国の植民地朝
鮮」であり、「学問」は総督府が準備した教育体系でしかない。また「国家の棟梁」とは植
民地教育を受け、植民地朝鮮に適合した人物になれということである。
〈応募短篇小説〉は同時代の青年学生を念頭においた企画であると言える。作品分析を通
じ明らかになったように、〈応募短篇小説〉はその類型はもちろん、同時代の青年を登場人
物として設定し、彼らの話を扱っている。青年学生の問題は同じ青年学生が最もよくわかっ
ているので、作者層が彼らであるという点は〈応募短篇小説〉がもっている啓蒙性とその正
当性をより強化している。結局同時代の青年学生に新しい読み物を提供し、彼らを『毎日申
報』の読者として確保しようという戦略の一つとして選択されたのが〈懸賞募集〉と〈応募
短篇小説〉だったのである。『毎日申報』が提供した新しい読み物の内容は、面白さや興味
よりは啓蒙的要素が圧倒的に強い。〈応募短篇小説〉のもつ啓蒙性は第一と第二の類型のよ
うな風俗改良に関するものと、第三の類型のように総督府イデオロギーへの追随といった二
つの特徴がある。それは全て当時の青年学生に「刷新」を求めているのだが、その「刷新」
の方向と内容は徹頭徹尾、植民地・総督府体制内の次元でのことなのである。『毎日申報』
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は〈応募短篇小説〉を通じ青年学生層を読者として確保しつつ、彼らに対する風俗的次元で
の啓蒙と、総督府イデオロギーの間接的宣伝を図ろうとしていたのである。
〈懸賞募集〉と〈応募短篇小説〉は徳富の指示、監督下に約一年半という準備の後に断行
された紙面改革の一環であり、当時の青年学生層を読者として確保するための企画であっ
た。徳富と『毎日申報』は〈懸賞募集〉を通じて青年学生層を読者として確保しつつ、彼ら
に「適当」な啓蒙性を刷り込もうとしたものと判断される。つまり、徳富と『毎日申報』は
体制順応的な青年の確保と育成を同時に目指していたようである。『毎日申報』のメディア
としての特性を考慮すれば、『毎日申報』〈懸賞募集〉に応募することそのものが既に『毎日
申報』の理念への同調を示すことになる。また当選し掲載された作品がもつ啓蒙性は、『毎
日申報』が〈社説〉と各種コラムなどを通じ当時の青年学生に絶えず強調していたものであ
る。徳富と総督府が理想とした植民地朝鮮の青年像は、総督府がつくった各種のシステムの
下で生を生き、そのシステムに順従な青年だったのである。
4.　結　論
併合とともに始まった 1910年代は韓国の政治的・社会的にもっとも苛酷な支配が行なわ
れた時期であった。「1910年代＝武断政（統）治」という図式がそれを端的に証明している。
言論メディア側からそれを考察してみれば、総督府機関紙を除いたほとんどのメディアが廃
刊され、言論と表現の自由が抹殺された時期であった。そうした時代を作り出した代表的な
人物の一人が徳富蘇峰である。徳富は 1910年代に行なわれた言論統制政策を直接企画し、
総督府機関紙の監督に就任しその政策を直接執り行った。
徳富の言論統制、掌握は植民支配イデオロギーの宣伝と、それを通じた植民統治のすみや
かな定着を目指したものであった。徳富および総督府がもっていたそうした企画の実現に
は、新聞を出来る限り朝鮮人に読ませねばならないという、読者確保の問題がその前提とな
る。したがって徳富と『毎日申報』は読者確保のためにさまざまな努力を傾けた。それは
1910年代唯一の朝鮮語機関紙『毎日申報』にそのまま現れており、その企画の最初の具体
的な実現が 1912年 3月の紙面改革である。その時の改革を通じ、前身である『大韓毎日申
報』の名残を完全に取り去った『毎日申報』は総督府の機関紙として本格的にさまざまな活
動を開始する。
1910年代の『毎日申報』の〈応募短篇小説〉募集はそうした読者確保のための文学的方
法である。特にその企画は当時の青年学生層の読者たちを確保する目的で行なわれた。徳富
と『毎日申報』は〈応募短篇小説〉の懸賞募集を通じ、当時の青年学生層を無理なく読者と
して確保しつつ彼らに適当な啓蒙性を刷り込もうとしたのである。それはより徹底し、効率
的な植民支配の成功をねらったものであった。青年学生たちを総督府の機関紙『毎日申報』
の読者として確保するということは、彼らが将来朝鮮の中堅階層を形成するということか
ら、より完全な植民地または植民支配が可能となるからである。
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だが、本稿において『毎日申報』の全貌と徳富蘇峰が総督府機関紙および当時の朝鮮の青
年に対してもっていた考えなどが完全に明らかになったのでは決してない。特に後者の場
合、日本との比較研究を進めるべき必要がある。徳富は『大正の青年と帝国の前途』(1915)
を通じ、望ましい青年像に対する期待を表明している。徳富が理想としていた大正の青年は
具体的には「模範青年」、忠君愛国の「日本魂」を身につけた帝国日本を担うことのできる
青年である。徳富が そうした青年像を同時期の植民地朝鮮の青年に期待したのではもちろ
んない。徳富において植民地朝鮮（の青年）は日本帝国による管理・訓育の対象であり、決
して日本帝国を担うべき主体ではなかったからである。だが、植民宗主国（母国）の青年に
対する認識と植民地の青年に対する認識との境界が比較・分析されるなら、徳富の植民地青
年に対する認識はもちろん、彼の朝鮮論、さらにはアジア観の把握までも可能となるであろ
うと判断される。だが、それは現在では将来の課題とするしかなく、1910年代の総督府朝
鮮語機関紙『毎日申報』および『毎日申報』と徳富蘇峰との関連様相に関する研究は、ひと
まずここで終えることとする。
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